
2018年 6月10日（日）
9:50 - 13:00 (受付 9：00～）

■主催：慶應義塾大学薬学部
■共催：文部科学省 多様な新ニーズに対応する

「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン

未来がん医療プロフェッショナル養成プラン

・定員 ： 50名 ／ 受講料 ： 2,500円
・申込締切 ： 6月3日(日）
・会場：慶應義塾大学 芝共立キャンパス 1号館B1階 マルチメディア講堂

日本臨床腫瘍薬学会 外来がん治療認定薬剤師講習（研修）認定／日本医療薬学会 がん専門薬剤師講習会・教育セミナー認定

＜取得可能単位＞

・慶應義塾大学薬学部 生涯研修認定単位 2単位
・日本臨床腫瘍薬学会 外来がん治療認定薬剤師講習（研修）認定単位 2単位
・日本医療薬学会 がん専門薬剤師講習会・教育セミナー認定単位 1単位

■問い合わせ先：慶應義塾大学大学院薬学研究科
がんプロフェッショナル事務局

〒105-8512 東京都港区芝公園1-5-30
E-mail：kyg-sympo2@adst.keio.ac.jp

みんなで学ぼう安全ながん治療への薬学的介入
～医療連携、副作用マネジメントを中心に～

【講座情報】
第一部として、経口抗がん剤治療における医療連携を紹介する。
医薬分業では全国の院外処方率が75%を超え、地域包括ケアシ

ステムに向けて保険薬局の果たす役割は大きい。そこで、愛媛
大学医学部附属病院と保険薬局における双方向性の情報共有
の取り組みとアウトカム、現状の課題、その克服に向けた将来展
望を概説する。

第二部として、がん化学療法誘発悪心・嘔吐の副作用マネジメン
トを紹介する。薬剤師は科学的根拠に基づく介入や臨床研究を
通して、安全ながん治療へ貢献する必要がある。そこで、国内外
制吐療法ガイドライン、最新のエビデンス、薬学的介入とアウトカ
ム、SNPsに基づく個別化の展望を概説する。

2001年徳島大学薬学部卒業
2008年徳島大学大学院博士後期課程修了
2013年愛媛大学医学部附属病院薬剤部主任
2016年松山大学薬学部非常勤講師兼任
2018年慶應義塾大学薬学部医療薬学・社会連携センター

医療薬学部門専任講師
現在に至る

■講師のプロフィール

河添仁
慶應義塾大学薬学部医療薬学・社会連携センター
医療薬学部門 専任講師
日本医療薬学会認定がん専門薬剤師

＜申込方法＞
・下記生涯学習Ｗｅｂサイトからお申込下さい。
受講料の振込みをもって受講申込となります。

・ＨＰ https://cpec.pha.keio.ac.jp/o_class/list.html
＊個人情報の取扱：申込時に提供された個人情報は受講者管

理及び御案内の発送以外の目的には使用いたしません。

慶應義塾大学薬学部公開講座

第1回がんプロフェッショナル研修会

2018年度
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